
岐阜大学 
研究推進・社会連携機構 
複合材料研究センター 

 東海・北陸連携  
コンポジット材料に関する 一大拠点・
産業集積の形成を目指して  

(GCC) 
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（億円） 主な業種別製造品出荷額等の推移（従業者4人以上・岐阜県）

輸送用機械器具

電気機械器具

一般機械器具+精

密機械+その他

金属製品

窯業･土石製品

プラスチック製品

パルプ･紙･紙加工

品

木材･木製品＋家

具・装備品

繊維工業＋衣服・

繊維製品

注１：電気機械器具には、情報通信機械と電子部品・デバイスを含む。

注２：平成１９年から製造品出荷額等の内容に変更があり、当該事業所の転売収入額等も含めた額となっている。

注３：平成２０年から新分類に移行したため、繊維工業や窯業・土石製品の数値は厳密には連続しない。ただし、一部の品目の移設であり、影響は限定的とみられる。

注４：平成２０年以降の「一般機械器具＋精密機械＋その他」の数値は「はん用機械＋生産用機械＋業務用機械＋その他」の合計値。

資料：経済産業省「工業統計」（従業員規模４人以上の事業所）

製造業の主要業種は、アパレルや陶
磁器から輸送機器、機械産業にシフト 

地域産業振興の取組み（産業振興施策） 
 特定分野に依存した産業構造からの 
   脱却 
 技術力向上による競争力強化 
 製品の高付加価値化 
 優れた人材の育成・確保 

・航空機・次世代自動車など成
長分野への展開 
・競争力の強化 

（GCCオープニングシンポ岐阜県資料より） 

CFRPなどの先端材料を扱うこと
のできる 
・技術・ノウハウを獲得 
・人材を育成 
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○ハード 
（産学官連携
拠点の整備） 

ぎふ技術革新センター 

○ソフト
（産学官連
携の仕組み
づくり） 

地域イノベーション 
戦略支援プログラム 

ぎふ技術革新センター運営協議会 

研究者集積事業 

平成21年12月採択 
平成23年5月運用開始 

平成23年3月 運営協議会設立 

（文科省約1億円×5年） 

CFRPにかかる取り組み（岐阜地域） 

（JST：約17億円＋県費約2.2億円） 

岐阜県、岐阜大学、
川崎重工業による
三者協定 

平成22年4月 三者協定締結 

(地域の産学官から資金拠出) 

平成23年9月事業開始 
    ～平成28年3月（5ケ年） 

平成23年4月 GCC開設 

JST地域産
学官共同
研究拠点
整備事業 
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CFRPにかかる取り組み（GCC） 

平成23年4月 GCC開設 

地域イノベーション戦略支援
プログラム（文科省）  

平成23年9月～平成28年3月 

COIストリーム(JST)サテライト 
平成25年度～平成33年度 

革新的新構造材料等技術開発
プロジェクト(NEDO)  
平成25年度～平成29年度 

平成26年8月 竣工 

EMC2（仏）
/NCC,ICC,GCC覚書締結 
(2014.03) 

総合研究棟Ⅱ 
（２F GCCフロアー） 

研究分科会 「GCCパートナーズ」 
平成26年8月~  

研究機能・産業集積高度化地域 
ぎふ技術革新プログラム推進地域 
（成形加工技術の開発） 

革新材料による次世代インフラ 
システムの構築 
（【テーマ2】革新製造プロセスの開発） 

熱可塑性CFRP（CFRTP）の開発 
- 革新製法・評価設計技術確立による量産車の超軽量化 – 
 （中空成形法、リサイクル繊維再使用技術 ） ３ 

http://www.u-tokyo.ac.jp/index_j.html


GCCのスタンス 

シャーシーの製造一体化、簡易接着 
 →低コスト化、製造時間の短縮 

連続製造技術とその装置開発 
 →高生産性、低コスト化 

社会インフラ、都市・住宅インフラ、海洋インフラ 

中小企業、地域企業のものづくり 

bottom up 

CFRPを活かした 
競争力のあるものづくり 

〇 repair/reuse/recycle技術の開発 
  →高コストに負けないパフォーマンス 
   （ さらに高いsustinability（持続可能性）） 

〇 金型を活用した成形プロセス技術の開発 
  →大学の特長の活用 

出口・社会実装 ； 垂直連携   製造プロセス ； 水平連携開発 

４ 



劣化を遅らせる技術 

劣化を知る技術 

劣化を回復する技術 

リユースする技術 

リデュースする技術 

リサイクルする技術 

•☆表面保護技術 
•★界面改質技術 

•☆評価試験技術（疲労・クリープ） 
•★モニタ・非破壊検査技術（界面剥離検出） 

•修復技術 
•★界面接着回復技術 

•★互換性（ Tailored Design；同形状異特性） 
•☆接合・解体技術 
•性能保証技術 - ダメージ記録技術（トレーサビリ
ティ） 

•★Tailored Design（必要なところにだけ必要な機
能付与） 

•中空部品製造技術 

•☆易解体技術 
•★ダメージレス・低コストリサイクル 
•★繊維再利用技術（開繊、一方向引揃え） 
•★リサイクル繊維利用技術（コンクリート） 

参考（開発を目指す技術） 

５ 
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